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Ⅴ.特記事項 

 

1.星槎グループ内部進学者の情報交換・受け入れの促進のための入試広報活動 

本学では、星槎グループの一員であるという本学の強みを活かして、星槎グループ内の

星槎高等学校及び星槎国際高等学校から本学に進学した学生一人ひとりについて、出身高

校教員と本学教員との間で、率直な情報交換を行う「星槎道都大学内部進学情報共有会議

（以下、「内部進学情報共有会議」という。）」を定期的に ZOOM 会議により開催し、様々

な連携を図っている。 

「内部進学情報共有会議」では、教員間の情報交換のほか、在学生の学習状況に関する

本学教員のコメント情報を出身高校に提供している。このことは生徒を送り出す高校にと

って、卒業生の進学後の学びの様子を知ることができるため、将来本学への進学を考えて

いる生徒の教育・進路指導に参考となっていると考える。また、本学の教員にとっても、

新入学生及び在学生の高校時代の学びの様子を知ることは、修学・学生生活指導を行う上

で大変有益となっている。加えて「内部進学情報共有会議」では、「入試広報課」が進学指

導に役立てもらうことを目的に、本学の入試情報を提供するとともに、星槎グループから

の内部進学情報を合わせて報告している。 

 具体的な内容としては、星槎グループ出身の本学在学生情報をゼミ担当教員等が発表し、 

それに基づき高校教員がコメントする方法で進行している。現在は、全体会議ののち学年 

別や出身校別にブレイクアウトルームを設定し、学習成果の可視化、「アセスメント・テス 

ト（GPS-Academic）」の結果などのより細かい教務情報の情報交換を行うことが可能とな 

った。 

また、受け入れの促進のための入試広報活動としては、本会議において入学試験におけ 

る変更点、年度における出願状況など入試情報も情報として配信しているほか、年度最終

会議では、各学習センターからの次年度入学者の情報を提供してもらい進学後の修学指導

に備えることとしている。なお、本会議は、令和元(2019)年 7 月より開催し、年間 3 回（7

月・11 月・2 月）程度のペースで行われている。 

星槎グループ高校事業部は全国に展開しているが、北海道内の学習センターにおいて、

進路選択の幅を広げるため進路講話や出張授業を定期的に行っており、講義形式の内容に

ついては、道内学習センターを通じて全国の学習センターへ ZOOM により配信され、本

学への内部進学の入試広報活動の一つとなっている。 

 また、北海道内にある星槎グループ校の中学校、高校、大学（本学）が参加する北海道

プロジェクトが星槎グループ内に設けられ、各校の入試広報状況の報告や内部進学の情報

交換、行事・プロジェクト事業の共同開催について定期的に話し合いがもたれている。 

 

 

 

 

 

 

 


